
●責任者変更

１．まず現責任者から新責任者を指定する

② 「申請書」タブの「承認済み・回答書」タブから、

「変更」ボタンをクリックして入力画面を開きます。

① 実験責任者のメニューから計画書を選択して

一覧画面を表示させます。

③ 変更点の区分で「左記以外を含む変更」を選択してください。

④ 行追加して変更内容を簡潔に箇条書してください。
例）責任者をAからBに変更

実験実施者Ｃ

実験実施者Ａ

実験実施者Ｂ

実験実施者Ｃ

実験実施者Ｃ

実験実施者Ａ

実験実施者Ｂ

実験実施者Ｂ

⑥ 確認依頼をクリックすると、計画書が新責任

者の画面に移動します。

⑤ 責任者欄の氏名右のプルダウンリストから新責任者を選択してください。
※実施者の中から責任者になれる身分の方が表示されます。

実施者に含まれていない場合には先に実施者欄にて追加してください。

新システムへ切り替え後のデータ補完が済んでいない場合は、

旧システムからのデータが移行されていない欄や新しく設けられた欄を入力してください。

新責任者が入力することもできます。



２．その後、新責任者から計画書を提出する

責任者変更時の注意点

・新システムへの切り替えに伴うデータ補完が済んでいない場合は、前回承認時と同じ内容でデータの補完をお願いします。

・既に承認済みの実験方法や使用動物を削除することはできません。

・実験の課題名や実験の目的、実験内容を大幅に変更する場合は、新規で申請してください。

・使用動物は系統ごとに分けて計上してください。実験番号１つあたり３０行まで入力可能です。

・計画書１つあたり実験番号を５つまで入力することができます。

・新しく責任者になる場方が他の部局に所属の場合には、動物実験センターまでお問い合わせください。

動物実験計画書 テスト

動物実験 Ｏ

未入力
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① 新責任者の計画書の「作成中」のタブに表示さ

れている計画書を開きます。

③「提出」をクリックしてください。

責任者をAからBに変更

② 責任者変更以外にも変更する場合には、変更点に記載し、関連する欄に変更を加えてください。

新システム切り替え後のデータ補完が済んでいない場合は、

旧システムからのデータが移行されていない欄や新しく設けられた欄を入力してください。

※全システムでは変更箇所を＜＜ ＞＞で囲う決まりでしたが、新システムでは＜＜ ＞＞は不要です。

差分表示機能で変更箇所を確認できます。以前の＜＜ ＞＞は記号部分を削除をお願いします。



●データ補完をする場合の主な注意点

新旧システムの切り替えに伴い、データが移行されている部分とされていない部分があります。 
お手元に保存いただいている計画書PDFのデータと比較して、空欄部分と新しく設けられた欄を入力してください。
　
＜実施者の入力＞
東北大IDに変更があると実施者のデータが移行されていない場合があります。東北大IDに変更がある場合には、新しいIDをclar@med.tohoku.ac.jpまでお知らせください。
教育訓練未受講の方は実施者検索にヒットしません。自由入力欄に手入力し、教育訓練受講番号欄は「未受講」「受講予定」などと入力してください。
東北大IDが発行されない方も自由入力欄に力してください。教育訓練受講済みの場合は受講番号を、未受講の場合は「未受講」「受講予定」などと入力してください。

＜実験実施場所の入力＞
共同利用施設については「共同利用の飼養保管施設/実験室」の欄で選択してください。
それ以外の飼養保管施設、実験室は、その下の欄で選択してください。
その他の飼養保管施設とその他の実験室の欄に旧書式からデータ移行がされていますので、適宜入力欄の修正をお願いします。

＜遺伝子組換え実験、放射線使用実験等について＞
安全管理上注意を要する実験の欄の項目が増えました。該当するものにチェックを入れてください。

＜使用匹数と算出根拠について＞
「動物の使用数または繁殖数」の欄はデータが移行されていません。お手元のPDFを参照して、前回承認時のデータを入れてください。
そのうえで、追加する系統がある場合には、追加してください。変更点にも「実験１にＳＤラットを追加」などと明記してください。
実験が終了しているとしても、削除はしないで、まずはデータ補完をお願いします。年次報告や終了報告に関係するためです。
旧システムで系統をまとめて記載していた場合には、１系統ずつに分けて計上してください。

　　<新旧記載例A>

合計の匹数が前回承認された全年度分を合わせた匹数

となるように試験回数などを調整してください。

共同利用の施設は

上の欄で選択し

その他の飼養保管施設

および

その他の実験室

の欄からは削除をお願いします。

有にチェックを入れると欄が開きます。



　　<新旧記載例B>

　　<新旧記載例C>

＜麻酔薬・鎮痛剤の記載について＞
麻酔薬・鎮痛剤・抗生剤等を使用する場合には、投与量、経路を記載してください。
投与量の欄にて、以下が分かるよう記載してください。
　　・吸入麻酔：気化器使用の場合→導入何％、維持何％
　　　　　　　　　 それ以外（チューブ等）で容量を明確に記載できない場合→「適量＋目的（短時間の鎮静、注射麻酔補助等）」等 
　　・注射麻酔：動物の体重当たりの麻酔薬成分の量（mg/kg等）、東北大学規程記載の（三種混合麻酔等の）標準液を使用する場合は「ml/g」も可。
　　・複数動物種を使う場合には、それぞれについて別記

＜人道的エンドポイントについて＞
人道的エンドポイントはデータ移行されていません。「動物の苦痛軽減・排除の方法」の欄の5にチェックを入れて前回承認時の内容を入力してください。

系統をまとめて計上していたものは、

系統ごとに分けてください。

実験番号をまとめて計上していたものは、

実験ごとに分けてください。

行追加すると欄が開きます。

チェックを入れると欄が開きます。

実験１

実験１

実験２


